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研究の目的   

  宮 城 県 が 育 成 し た イ チ ゴ 品 種「 に こ に こ ベ リ ー 」は 夜 冷 短 日 処 理 を す る と ８

月 下 旬 か ら ９ 月 上 旬 に 定 植 で き 、高 単 価 が 期 待 で き る 年 内 の 収 量 を 増 加 で き ま

す 。 一 方 で 、 定 植 後 の 高 温 に よ り 第 一 次 腋 果 房 分 化 が 遅 延 し や す く な り ま す 。  

そ こ で 、ク ラ ウ ン 部 を 冷 却 す る こ と で 第 一 次 腋 果 房 分 化 の 遅 れ を 回 避 す る 技 術

を 開 発 し ま し た 。  

 

研究成果   

 クラウン部に PEチューブを設置し（写真）、定植 10日後からチラー（冷却水循環装置）

を利用して 15℃に冷やした水を 24時間、 30日程度循環させると、第一次腋果房分化が促進

され、８月 20日定植では 18日間、９月５日定植では８日間収穫開始が早まります（表）。  

 このことによって年内に頂果房を収穫した後の第一次腋果房収穫が始まるまでの間隔

（収穫の中休み）を短くすることができました。  

                                

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

利活用の留意点等   

 P Eチ ュ ー ブ は 冷 却 効 果 を 高 く す る た め に ク ラ ウ ン に 接 触 す る よ う に 設 置 し

て く だ さ い 。 過 度 に 冷 却 す る と 生 育 自 体 が 遅 れ て し ま い ま す の で 、水 温 が 低 い

場 合 は 稼 働 時 間 を 短 く す る な ど の 調 節 が 必 要 で す 。 冷 却 期 間 は 、 定 植 後 1 0日 後

か ら 3 0日 間 程 度 が 目 安 で す が 、必 ず 検 鏡 し て 第 一 腋 果 房 の 分 化 を 確 認 し て か ら

停 止 し て く だ さ い 。  

 

より詳しい内容は「普及に移す技術」第 101号（令和８年発行）  

「 「にこにこベリー」の夜冷短日処理による促成栽培を対象にした

クラウン冷却による第一次腋果房の分化促進」  をご覧ください。  

http://www.pref.miyagi. jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html 

 「にこにこベリー」の促成栽培を対象にした  

クラウン冷却による第一次腋果房分化促進  

施設園芸部  イチゴチーム   TEL:022-383-8135 

（写真）クラウン冷却の様子  （表）クラウン冷却の有無による頂果房、第一次腋果房

の開花始期、収穫始期の間隔の差  


